
◆参加者　のべ 390 人

◆折り鶴　5,000 羽　◆ペナント 26本

◆募金　40,114 円　◆世界大会支持賛同 2人

扶桑町役場→犬山市石作公園

　→各務原市で岐阜県へ引き継ぎ

6
月
11
日
（
火
）
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●扶桑町役場
扶桑町役場で行われた出発集会には 70名が参加。扶桑

町長より、「67 回目、ロシアウクライナの紛争、ガザで
は戦争で民間人の犠牲がでている。ウクライナについて
は核兵器が出ている状況と情勢に触れて挨拶がありまし
た。丹羽議長からは、「ロシアウクライナ侵攻や世界でも
紛争が相次いでいる中で核兵器廃絶に向けての活動につ
いて敬意を表します」と挨拶されました。町長、議長から、
ペナント、協賛金の協力を頂きました。また、庁舎内を
ともに行進しました。全国通し行進大村美恵さん、フィ
リピンから参加のレリーさん、わかやま市民生協の北村
さんのあいさつ。県内通し行進県内通し行進者と原爆の
火の紹介の後犬山へ向けて出発しました。

あいち平和行進12日間　行進達成
岐阜・各務原で引き継ぎ　行進の成果を世界大会へ

(5/31-6/11）



●岐阜県への引き継ぎ集会
コープあいち荒木次長より「静岡からバトンをつないでたくさんの人の参加

がありました。世界では紛争が絶えない。その犠牲になっているのは子どもた
ちです。恐怖に怯えていることを思うと心が痛い。また、ロシアについては核
兵器の使用を辞さないと言われている。世界は核兵器の脅威にさらされていま
す。核兵器廃絶に向けて運動を強めていこう」と挨拶されました。　全国通し
行進者大村美恵さんは「義理の父が長崎で被爆。原爆病にはならなかったが、
家族は流産や障害を負った。次男は無脳児で 3時間で亡くなった。彼の思いを
胸に全国通しで歩きます」と挨拶。林学さんの曲「祈り」を披露しました。フィ
リピンのレリーさんとわかやま市民生協の北村さんのあいさつに続いて、奥田
団長より県内通し行進者が紹介されました。
新婦人小池さんは「昨年より上回り 5000 人を

超えた。46コースで平和行進を実施した」などこ
れまでの愛知県での取り組みが報告されました。
原爆の火の消灯式の後、平和行進の横断幕の受

け渡しが行われ、岐阜に無事バトンが引き継がれ
ました。

●犬山出発集会　石作公園
石作公園では地元の方たちからよく冷えたスイカが振る舞われま

した。
集会では犬山市長メッセージが広報課古田課長により代読。「ユ

ネスコ憲章の前文に、戦争は人の心の中で生まれるものであるから、
人の心の中に平和のとりでを築かなければならないとあります。こ
の平和行進が人のこころの中に平和の砦をきずくことにつながり、
核兵器廃絶へあゆみにつながることを願っている」。
全国通し行進者大村さん、県内通し行進者奥田さんより仲間を紹

介、挨拶がありました。「原爆の火は桜ヶ丘高校で 35年間灯し続け
られている。それを分火してもらい行進の先頭に掲げて歩いている。
愛知県平和行進のシンボルです」。レリーさんからは「11日間歩い
てきました。こうした皆さんの活動が続いていることを願っていま
す」と挨拶がありました。

◆参加者　のべ 5,765 人　　◆ペナント 950 本
◆折り鶴　25万羽　　◆署名 663 筆　　◆世界大会支持賛同　23人
◆募金　71万 7565 円　　◆自治体協力金　77,000 円
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